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研究成果の概要（和文）： 
 
オーラル・ヒストリーの方法を用いて、１９６０年代の日本における前衛美術に関する研
究を再構築した。地方の美術活動を視野に入れながら、合計４７名の美術関係者（美術家、
デザイナー、写真家、建築家、音楽家、美術評論家、画廊主、団体職員など）に９０回の
聞き取り調査を行った。戦後日本の前衛美術運動は、地方の文化や社会、ジェンダーの問
題、国内外の他芸術の動向と深く関係しながら、多様な考えと形態を伴って展開したこと
を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
This research investigated avant-garde Japanese art in the 1960s through oral history. 
It collected ninety oral history interviews with forty-seven people including artists, 
designers, photographers, architects, musicians, art critics, gallerists, and 
organization officers, with special attention to artistic activities in rural areas. It 
revealed that avant-garde art in postwar Japan developed with diverse ideas and 
forms that were involved with the culture and society in rural areas, gender issues, 
and other fields of arts at home and abroad. 
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１．研究開始当初の背景 
 戦後日本の前衛美術に関する著作や論考
は数多く発表されていたが、総論については、
批評的な視点から書かれた論考や、歴史的・

社会的な背景の説明に重点を置く研究が多
く、当事者の声が見えにくい状況があった。
個々の動向については、展覧会図録や、動向
の中心人物による回顧的文章が主要な文献
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となっており、いずれの場合も、中心人物の
考えを大きく取り上げる傾向があった。そし
て、総論・各論ともに、東京の動向に関する
考察が大半で、地方で展開した前衛美術の動
向は論じられることが少なかった。 
 これらの偏差を是正するためには、オーラ
ル・ヒストリー（口述史料およびその研究）
の方法を用いて、活字化されていない声を集
める必要がある。研究代表者は、本研究の研
究分担者や研究協力者などとともに、２００
６年に日本美術オーラル・ヒストリー・アー
カイヴを設立し、以後、美術関係者のオーラ
ル・ヒストリーの収集を行ってきた。本研究
を開始する前に、すでに３５名の聞き取り調
査を合計５４回実施していた。２００９年１
１月には国立国際美術館で「オーラル・アー
ト・ヒストリーの可能性」と題するシンポジ
ウムを行い専門家を招いて公開討議するな
ど、研究成果の公表にも努めてきた。 
 上記の活動を通して、とりわけ地方の活動
を視野に入れた、１９６０年代の前衛美術に
関する聞き取り調査を集中的に行う必要が
あると考えて、本研究を開始することにした。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、オーラル・ヒストリーの
方法を用いて、１９６０年代の日本における
前衛美術に関する研究を再構築することで
ある。これまでこの時代の前衛美術に関する
研究は、東京の活動を中心に、美術雑誌や展
覧会図録などの文書記録に基づいて行われ
てきた。本研究は、東京以外の地方の活動も
視野に入れながら、美術関係者への聞き取り
調査を行うことによって、作品の制作過程や
作家の生活環境などを含む作家の活動全体
を調査し、１９６０年代の前衛美術の展開を
多角的・総合的に明らかにすることを目指し
た。 
 
３．研究の方法 
 まず、調査対象の当事者や関係者、彼らが
関わった諸動向に関する文献調査を行い、ま
だ十分に語られていないことを重視しつつ、
網羅的な質問項目を作成した。調査対象に詳
しい専門家にも意見を聞いた場合もある。 
 質問項目をもとに、オーラル・ヒストリー
（口述史料およびその研究）の方法で聞き取
り調査を行った。１９６０年代の前衛美術の
当事者や関係者に対して、直接関係した美術
の動向だけでなく、その人の人生や活動につ
いても話を聞いた。オーラル・ヒストリーは、
ある美術の動向だけでなく、それが生じた歴
史的、地域的、思想的な文脈の一端を明らか
にすることができる。そして複数の人々に対
して聞き取り調査を行うことで、その文脈に
対する理解をより正確で緻密なものにして
いくことができる。 

 聞き取り調査は、研究代表者と３名の研究
分担者に加えて、８名の研究協力者とともに
行った。３年間で行った４７名の聞き取り調
査のうち３６名の調査に対して、３４名の専
門家の協力を得た。米国在住の日本人作家に
対する聞き取り調査は、米国の美術館や大学
に勤務する４名の研究協力者の協力を得た。 
 
４．研究成果 
 ３年間で、１９６０年の前衛美術に関連し
た美術家、デザイナー、写真家、建築家、音
楽家、美術評論家、画廊主、団体職員、美術
書店経営者およびその家族に対して、合計４
７名、９０回のインタヴューを実施した。 
２０１０年度は、九州派、読売アンデパンダ
ン展、幻触、もの派、美術家共闘会議などの
美術団体に関わった美術関係者、アメリカ国
籍の美術団体関係者など１９名に対して合
計３１回のインタヴューを実施した。２０１
１年度は、一部１９５０年代にさかのぼって、
前衛美術会、デモクラート美術家協会、ＧＵ
Ｎ、フルクサス、グループ〈位〉、美術家共
闘会議などの美術団体に関わった美術関係
者１６名に対して、合計２３回のインタヴュ
ーを実施した。前衛美術に自覚的に取り組ん
だ美術家を中心に行ったが、前衛美術に懐疑
を抱き始めた世代の美術家にも話を聞いた。
２０１２年度は、一部１９５０年代や１９７
０年代の活動にも触れつつ、ルポルタージュ
絵画、具体美術協会、高知の前衛美術、群馬
ＮＯＭＯグループ、美術家共闘会議などの美
術団体に関わった美術関係者、国際芸術見本
市協会や大阪の画廊の美術関係者、グループ
音楽に参加した音楽家、反芸術や万博と関係
した建築家など１６名に対して、合計２６回
のインタヴューを実施した。前衛美術の運動
の広がりを調査するために、前橋や高知とい
った地方で前衛美術に取り組んだ美術家、前
衛美術を国内外に紹介した美術評論家・美術
館学芸員や団体職員、前衛美術の隣接領域で
活動した音楽家や建築家にも話を聞いた。 
 前衛美術運動は、美術という普遍的な概念
のもとで先端的な表現を追究し、その概念を
更新しようとした運動と考えられることが
多いが、本研究の結果、地方の文化や社会、
ジェンダーの問題、国内外の他芸術動向など
と深く関係しながら、多様な個別的論点を含
んで展開した動向であることが分かった。美
術に関する意識は都市部と地方で大きな違
いがあり、前衛美術の運動は多くの場合、地
方での展開において大きな困難を伴った。前
衛美術の運動を担った美術団体は多様で、美
術団体ごとに理念や活動内容が大きく異な
っていた。歴史的・造形的な側面が強調され
る場合もあれば、政治的・社会的な意味が強
調された場合もあったが、政治の前衛と直接
結びつくことは基本的になかった。アメリカ



では１９５０年代末までには使われること
が少なくなっていった「前衛」の概念は、日
本では１９６０年代においても依然として
使われ続けたが、デザイン、写真、映像、音
楽、建築などの隣接領域と密接な関係を持ち
ながら展開した点に大きな特徴があり、時代
が下るにつれて、その傾向が強まっていった
ことが分かった。 
 本研究によって、１９６０年代の日本にお
ける前衛美術に関する口述史料を作成する
ことができた。すでに公開しているものもあ
るが、この口述史料はすべてウェブサイトで
公開する予定であり、今後の戦後日本前衛美
術に関する研究の発展に大いに貢献するだ
ろうと考えている。 
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